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「ちよっと待って、ネス!」出口から先へ進もうとしていたぼくに、ポーラが声をかけた。
「忘れちやったの?スカラビで情報屋さんが言ってたじゃない。ピラミッドの出口で、す
ることがあったでしよ?」
そうだった!ポーラの記憶力に感謝。やっぱり女の子は、細かいことによく気が付く。
「ごほん、ええ～つと……タカの目よ、我に力を貸したまえ……だっけ?」
とたんに、天から、目玉そのもの、という感じのタカの目が舞い降りてきた。
「な、なんか、気持ちわるうい……」
ポーラが、いやそうな顔をして、タカの目から遠ざかる。
なにを言うか、これは、天から授かった大事なものなんだぞ」
プーは、おもむろにタカの目をつかむと、ぽくのリュックにしまいこんだ。
607ヘ
〓『タカの目』を入手した。アイテムリストにチェックして‥607ヘ
639
「退屈しのぎにおまえさんたちに着いて行きたいんだけど……。おっと、心配すんな。オレ
は何の手出しもしないからよ。そら、出口はそこの大きな箱をどけたら扉がある」
なんだかよくわからないけれど外へ出る。と、ぼくらの前に、突然ロボガロンが現れた!

